
 
 
 

 

 

「
生
育
順
調
！
」 

出
穂
は
〝
平
年
よ
り
も
３
日
早
い
〟 

 

 
 
 

降
雨
少
な
く
、
最
後
ま
で
水
管
理
と
防
除
で
‼ 

 
 

 

７
月
中
旬
か
ら
高
温
天
候
が
続
い
た
こ
と
で
、
遅
れ
気
味
だ
っ
た
稲
の
生
育
も
順
調

に
進
み
、
出
穂
は
一
斉
に
始
ま
っ
た
。
連
日
30
℃
を
越
え
る
酷
暑
の
中
、
生
育
量
に

個
人
差
は
あ
る
も
の
の
、
一
気
に
出
穂
が
早
ま
っ
て
き
た
。
今
後
も
こ
の
高
温
傾
向
が

続
く
見
込
み
で
あ
り
、
高
温
登
熟
障
害
（
乳
白
・
腹
白
等
の
白
粒
、
胴
割
れ
粒
の
発

生
）も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
き
め
細
か
な
稲
作
管
理
に
努
め
て
ほ
し
い
。 

 

左
表
は
、
町
内
平
均
の
品
種
別
出
穂
状
況
だ
が
、
総
じ
て
〝
平
年
よ
り
も
４
日
ほ
ど

早
い
〟
状
況
と
な
っ
て
き
た
。
（一
番
早
い
田
・大
又
モ
チ 
７
／
24
）。
現
在
、
あ
き
た

こ
ま
ち
・
ヒ
メ
ノ
モ
チ
等
は
徐
々
に
傾
穂
期
を
迎
え
、
晩
生
の
つ
や
姫
も
徐
々
に
穂
が

見
え
そ
う
な
状
態
に
な
っ
て
き
た
。 

 

今
年
の
稲
生
育
と
し
て
は
、
非
常
に
強
い
“ワ
キ
”と
６
月
中
頃
の
一
時
的
な
低
温
の

影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
天
候
が
回
復
し
、
順
調
に
経
過
し
て
お
り
個
人
差
は

あ
る
が
籾
数
も
多
い
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
今
後
も
こ
の
高
温
傾
向
が
続
く
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
〝
い
か
に
登
熟
を
高
め
る
か
〟(

千
粒
重
・
登
熟
歩

合
）。
最
後
ま
で
の
水
管
理
と
防
除
が
大
切
で
あ
り
、
万
全
を
期
し
て
ほ
し
い
。 

 

｜
「カ
メ
ム
シ
発
生
注
意
報
第
一
号
」発
令
中
。 

穂
イ
モ
チ
病
も
万
全
に
！
｜ 

  

一
方
、
病
害
虫
発
生
と
し
て
は
、
７
／
１１
に
、
県
病
害
虫
防
除
所
よ
り
『斑
点
米
カ

メ
ム
シ
類
発
生
注
意
報
第
一
号
』
が
発
令
さ
れ
て
お
り
、
今
年
も
平
年
よ
り
「
多
い
」

発
生
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
座
談
会

や
町
内
広
報
無
線
も
活
用
し
、
地
区

一
斉
で
の
防
除
体
制
で
望
み
た
い
（
下

記
参
照
）
。
ま
た
、
今
年
は
７
月
下
旬

か
ら
葉
い
も
ち
の
発
生
が
散
見
さ
れ
て

お
り
、
油
断
は
禁
物
。
穂
い
も
ち
の
発

生
を
防
ぐ
た
め
、
見
回
り
や
防
除
の

徹
底
が
重
要
と
な
る
。  

 

稲
作
管
理
も
最
終
段
階
。
〝
最
後

ま
で
の
水
管
理
〟
と
防
除
の
徹
底
・
適

期
防
除
に
て
、
品
質
確
保
と
安
定
収

量
に
努
め
て
行
こ
う
。
ま
た
、
高
温
状

態
が
続
き
、
水
不
足
の
心
配
が
あ
る
た

め
、
地
区
内
協
力
体
制
に
よ
る
水
管

理
に
努
め
よ
う
。 

 

出 穂 状 況  (町内平均８／５現在)□は予想 
 

 
 

※おおよそ平坦は２日早く、山間は２日遅い出穂 

出穂状況（町内平均 8/７現在） □は予想 
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― 8 月 の 稲 作 管 理― 

作
業
計
画 

 

 

１、カメムシ防除 ― 今年も２～３回の防除徹底で！ ― 
 

(１)発生状況  ～「やや多い」～『７／１１ 発生注意報発令中』 
 

第１回町内すくい取り調査（7/2３）では、カメムシの発生は平年よりも

“少ない”状況でしたが、山形県病害虫防除所の調査（8/1～3 日調査

地点４４ヶ所）では田んぼへの侵入が多い結果が出ている。向こう１カ

月の気温が高いと予想されており、斑点米カメムシ類の活動が活発に

なると推測されます。 

また、現在出穂している田んぼでの発生密度も高いので、適期防除

と地区一斉での防除体制（下記日程）が必要である。なお、８月中の草

刈はしない様にする。 

(２)防除方法～穂揃期とその１０日後並びに補完防除の町内一斉防除体制～ 

 
※なお、前年多発した田並びに防除後も発生が見える田は、補完防除③

としてもう１回散布する。なお、使用時期に注意する。 

※できるだけ早朝か夕方に散布し、薬剤は連用しない。（裏面参照） 

※散布量は、１０ａ当り粉剤は 3～4㎏、液剤は 120～150ℓ、粒剤は１㎏。 

２、穂いもち防除 ― 予防散布中心で１～２回防除! ― 
 

 

(１)発生状況・対応  ～「平年並み」～ 
 

７月中旬以降葉色の濃いほ場や予防粒剤を使っていないほ場で葉い

もちが確認されています。現在は日差しが強く高温状態にあるものの、今

後穂首・枝梗いもちの発生も心配されますので、引き続き予防薬剤を中

心に、１～２回の防除とする。 
 

（２）防除薬剤―カメムシとの同時防除主体で（裏面参照）― 

 
※カスミンは微生物由来の為成分カウント０。但し穂揃い期までの使用。 

 

３、その他病害虫 ― 発生に合せての防除！ ― 
昨年より増えたイナゴの発生も少し見られるが、発生密度を見て

の防除とし、害虫はｶﾒﾑｼ剤でほぼ効くので同時防除とする。紋枯

病は、バリダシン（０成分）中心に。 
 

４、水 管 理 ― 出穂後３０日間は間断かん水厳守、 

      水で登熟向上を！！  ― 
 出穂開花期は、稲が最も水を必要とする(約１週間)ので、“花水

管理”(湛水管理)として十分にかん水し水を切らさない様にする。 

穂揃い後は間断かん水とし、根に水と酸素を十分に供給し、ス

ムーズな登熟を進める為、最低でも出穂後３０日間（黄熟期まで）

は、土壌水分を維持する。最後まできめ細かな水管理で！ 
 

 
 

※出穂以降にフェーン現象等により、高温（35℃以上）となった

ときは、白粒増加等により品質が低下するので、一時的に湛水し

て稲体の消耗を防ぐようにする。 
 

５、収穫準備  ― 稲刈りも「早まる」予定で! ― 
今年は出穂が「早まった」為、今後の天候等もあるが、刈取り時

期も早まりそうである。（７/2８出穂→刈取り 9/８頃：平年の積算気

温）なお、この天候がもう少し続くと、かなり早まる事も予想されます

ので、機械点検は早めに 、秋作業に備えよう！ 
 

 
 

 

8/1 8/5 8/10 8/15 8/20 8/25 8/30
出穂期

草刈りはしない

間断かん水花水（湛水）

イモチ防除①
カメムシ防除①
（イモチ②）

カメムシ防除② 補完防除③

一斉防除対応
（全品種）

防　除　時　期

８／２１～２５

①穂揃い期
(穂の出揃い）

②乳熟期
(穂揃後７～10日)

③補完防除
(②の7～10日後)

トレボン
又はＭｒ．ジョーカー

キラップ
又はダントツ

スタークル
又はダントツ

散　布　薬　剤

８／６～１０

８／１４～１８

予 防 主 体 治 療 主 体 予 防＋治 療

(10～14日) (5～7日) (7～10日)

薬剤 ﾋﾞｰﾑ・ﾗﾌﾞｻｲﾄﾞ ｶｽﾐﾝ・ﾌﾞﾗｼﾝ ﾉﾝﾌﾞﾗｽ

特性

 

出穂３１日以降

十分にかん水

“花水”としての一時湛水管理

間断かん水(品質的に最も重要)

足跡に水が残る、にじみ出る程度
高温時にはかん水

刈取りを考えて落水
気象によりかん水を行なう

＜ 出 穂 後 の 水 管 理 の 目 安 ＞

出穂２１～３０日後

穂揃い期

　　　～出穂２０日後

出穂開花期

出穂～穂揃い期

Ｒ１ Ｈ３０ Ｈ２９ 平年 平年比

ヒメノモチ 7/28 7/28 7/29 8/3 △６

あきたこまち 8/1 7/29 7/30 8/4 △３

出羽燦々 8/4 8/3 8/5 8/7 △３

はえぬき 8/7 8/6 8/7 8/9 △２

～ポジティブリスト制度への対応として、農薬使用の際は、基準を遵

守し飛散に気をつけ、畑作物等の隣接田では、粒剤使用として行く

～ 
 



 

 

～ 稲作用語講座 Ｖｏｌ．５～ 
 

 稲穂が見え始め、稲作も最終段階です。最後まで気を抜かず徹 

底した管理をお願いします。今回は〝管理・防除編〟です。 
 

― 花 水 － 
 稲穂が出てくる「出穂期」には稲穂での細胞分裂が活発なため、 

稲が最も水を必要とする時期です。この時期に田んぼに水を入れ 

る事を〝花水〟といいます。 
 

― 防 除 － 

 一口に〝防除〟といっても大きく２種類に分類され、いもち病や 

紋枯病の予防や治療、斑点米カメムシ類などの害虫駆除に分か 

れています。それぞれ薬剤や時期が異なりますので、使用時期や 

希釈倍率については下記の内容を参考にして下さい。 
 

～次回は稲刈り・調整編の予定です～ 

 

＝
Ｒ
１
営
農
予
約
申
込
み
（年
特
）特
集
＝ 

 ～
「む
す
ぶ
・に
な
う
・は
ぐ
く
む
営
農
強
化
運
動
」～ 

通
称
、
「
年
特
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
“
営
農
予
約
申
込

み
”は
、
事
前
に
資
材
の
予
約
を
受
け
、
指
導
購
買
を
基
本
に

し
つ
つ
、
計
画
供
給
を
通
じ
、
で
き
る
だ
け
低
価
格
で
の
資
材

供
給
に
努
め
て
い
く
予
約
運
動
で
す
。 

― 

稲 

作 

設 
計 
に 

当 

た 

っ 

て 

― 
 

金
山
の
稲
づ
く
り
は
、
多
数
の
兼
業
農
家
と
、
大
規
模
農

家
・複
合
経
営
農
家
が
担
う
形
態
に
な
っ
て
い
る
。
総
じ
て
、

“
あ
ま
り
手
間
の
か
か
ら
な
い
稲
づ
く
り
”が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
米
販
売
環
境
の
変
化
（
安
全
安
心 

ｅ
ｔ
ｃ
．
）

に
伴
い
、
自
然
に
や
さ
し
い
環
境
を
重
視
し
た
米
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。 

 

現
在
、
生
産
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
経
費
の
削
減
と
作
業

コ
ス
ト
の
低
減
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
環
境
に
配

慮
し
た
米
づ
く
り
と
し
て
の
「
金
山
型
環
境
保
全
型
稲
作
」

を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。 

 

「求
め
ら
れ
る
米
づ
く
り
」、
「売
れ
る
米
づ
く
り
」を
前
提

に
、
品
種
・
栽
培
条
件
等
を
含
め
た
肥
料
設
計
と
品
目
を

選
定
し
て
ほ
し
い
。
詳
し
く
は
年
特
資
料
参
照
。 

 

～ 営 農 ト ピ ッ ク ス ～ 
１．― カ メ ム シ 図 鑑 ― 《主要害虫３種類》   

 
 

２.主な薬剤の使い方（イモチ・カメムシ）と特性 
１）イモチ病防除剤 

 
２）カメムシ防除剤 

 
３）イモチ＋カメムシ混合粉剤 

 

 

＝ 営  農  情  報 ＝ 
 

１、 ― 「特別栽培米」案内 part２ ― 
 

特別栽培米「つや姫・出羽燦々」の取扱いについては、下記の内
容となります。今後も栽培基準を遵守し進めましょう。 

 

① 栽培管理記録表の提出…８月３０日(金)まで営農部へ提出。 
② 取扱い…記録表の提出をもって確認し、認定とします。なお、

秋の米集出荷は、区分検査・保管・出荷となります。 
  ※一般米の栽培記録表は、米出荷時に提出となります。 
 

２、―令和元年産米「放射性物質検査」についてー 
 

今年も県より「放射性物質検査」の実施方針が出されました。主な
内容としては、モニタリング調査として実施し、出荷前の自粛は行わ
ない内容です。なお、詳細が出ましたら後日ご案内します。 
 

３、－令和２年産「つや姫」・「雪若丸」生産者募集について― 
  

令和２年産「つや姫」・「雪若丸」の生産者募集についてですが、
つや姫の作付面積は昨年に比べ、町全体で１.６ha増加します。 
また、「雪若丸」につきましては山形県全体で８００ha 増加すること

が決定しました。当農協では、来年度栽培面積を９０ha へ増加の希
望を山形県へ提出しているところです。詳細が分かり次第ご案内しま
す。 
認定要件は別途配布する申込み要綱にてご確認下さい。募集期

間につきましては、８月９日～９月９日の間で募集いたしますので、多
数のお申込みをお待ちしております。 
詳しくは農協営農部・町産業課へ！ 
※現在「つや姫」・「雪若丸」を栽培されている方もお申込みをお願 
いします。 

 

４、～第２弾～  ＝廃プラ回収夏企画＝ 
 

－未来の子供達に引継ぐ、豊かな自然環境の保全― 
 

今年第２回目となる廃プラ回収を、下記要領で行う予定です。 
後日案内します。(秋企画:10/下も予定)。 
１、期   間  ８月２１日(水)～８月２７日(火) 
２、場   所  農協営農部前の専用コンテナ 
３、方   法  マルチ・農薬容器類は肥料袋に詰め口を結び、ハ

ウスビニール・苗箱は梱包して搬入する。 
４、利 用 料  肥料袋１個  １５０円  

苗箱１０枚   １５０円 
農薬空容器（肥料袋１個） １５０円 

～ 搬入の際は、営農部で受付をしてから積込みしてください。～ 
 

５、― 営農部（生産資材）情報 ― 
 

 日頃より、ご利用頂きありがとうございます。お盆も近くなりました
が、営農部資材窓口は、８／１５（月）のみ休みとなります。春（４月） 
より休日対応(午前中)を致しておりますが、１０月下旬までの体制予
定となりますので、ぜひ多数のご利用をお願いします。  
 

 

アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

アカスジカスミカメ オオトゲシラホシカメムシ

形　態

体長 ５～６㎜ ５～６㎜ ５～７㎜

発生 年３回発生（越冬卵） 年３回発生（越冬卵） 年２回発生（成虫越冬）

行動性 昼から活発に飛ぶ 活発に飛ぶ 飛べるが主に歩行移動

加害部位 全面 頂部・側部（割籾） 頂部・側部（割籾）

好きな
植物

イネ科植物（飼料作物）
水田雑草（ﾋｴ・ﾎﾀﾙｲ他）

イネ科植物（飼料作物）
水田雑草（ﾋｴ・ﾎﾀﾙｲ他）

オオバコ、クローバー、
ギシギシ、イネ科植物

粉剤 3kg 3～4kg 1,220

乳剤 500cc 2000倍で120ℓ 3,800

粉剤 3kg 3～4kg 1,280

ＥＷ 500cc 2000倍で120ℓ 4,250

粉剤 3㎏ 3～4kg 910

水溶剤 250g 4000倍で120ℓ 3,230

粉剤 3kg 3～4kg 1,310

ﾌﾛｱﾌﾞﾙ 500cc 2000倍で120ℓ 4,250

粉剤 3kg 3～4kg 1,450

液剤 500cc 1000倍で120ℓ 2,620

当用価格
（税込）

ﾀﾞﾝﾄﾂ

ｷﾗｯﾌﾟ

合成ピレスロイド
系、即効性で安定、
防除1回目主力

有機ケイ素系
速効的で安定、
防除１回目主力

ネオニコチノイド系、
殺虫効果と浸透移行
性による吸汁効果。

防除２～３回目お勧
め。

品　名 剤型 規格 特　　　性
使用量

(10a当り)

ｽﾀｰｸﾙ

ネオニコチノイド系、
高い浸透移行性と殺
虫・吸汁阻害効果。
防除２～３回目に。

ﾄﾚﾎﾞﾝ

フェニルピラゾｰル系,
速効性と耐雨性が高
い長期持続型。

防除２回目に。

Mr.
ｼﾞｮｰｶｰ

使用法

(10a当り)

粉剤 3kg 3～4kg 1,080

ゾル 500cc 1000倍で120ℓ 1,920

粉剤 3kg 3～4kg 740

ﾌﾛｱﾌﾞﾙ 500cc 1000倍で120ℓ 1,040

粉剤 3kg 3～4kg 730

液剤 500cc 1000倍で120ℓ 830

粉剤 3kg 3～4kg 1,140

ﾌﾛｱﾌﾞﾙ 500cc 1000倍で120ℓ 2,020

粉剤 3kg 3～4kg 1,270

ﾌﾛｱﾌﾞﾙ 500cc 1000倍で120ℓ 2,450

規　格 特性・残効品　名

ビーム

ノンブラス

剤型
当用価格
（税込）

ﾌｪﾑﾘｿﾞﾝ(治療)＋
ﾋﾞｰﾑ,予防・治療
両用１０～１３日

抗生物質蛋白合成
阻害,治療中心５～７
日,減農薬に有効
（穂揃期まで）

カスミン

ブラシン

ﾌｪﾑﾘｿﾞﾝ(治療)＋
ﾗﾌﾞｻｲﾄﾞ,予防・治
療両用７～10日

ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ侵入・
胞子阻止作用、予
防中心13～15日

有機塩素系稲体
侵入阻止作用、予
防中心７～１０日

ラブサイド

品名 剤型
使用量

（10ａ当り）
特　　性

当用価格
（税込）

ﾋﾞｰﾑﾄﾚﾎﾞﾝ 粉剤 3～4kg ﾋﾞｰﾑ＋ﾄﾚﾎﾞﾝの混合剤 1,490

ﾌﾞﾗｼﾝｷﾗｯﾌﾟ 粉剤 3～4kg ﾌﾞﾗｼﾝ＋ｷﾗｯﾌﾟの混合剤 2,110


